
 

 
 
【林野火災の発生状況】 
林野火災は例年，春に多く発生しています。 

この時季に林野火災が多いのは，枯葉が地表に積もり， 

下草が枯れているうえ，降雨量が少なく空気が乾燥し，   

火災が発生しやすい気象条件となっていることや，山に 

おける火入れなどの作業，山菜採りや森林レクリエーシ 

ョンなど入山者が増えることによるものと考えられます。 

【林野火災防止のための注意点】 
喫煙後の吸い殻の火は必ず消し，ポイ捨て 

はしない。 

強風注意報や乾燥注意報などが発表されて 

いるときは，火気の使用は控える。 

枯葉や下草が多い所では，たき火をしない。 

たき火等火気の使用中はその場を離れず， 

使用後は完全に消火する。 

平成２７年 ２ 

平成２８年 ２ 

平成２９年 ３ 

平成３０年 ３ 

令和元年 ３ 

京都市内の林野火災過去５年間の発生状況（件） 

昨年７月に伏見区で発生したアニメーション制作会社での放火火災を受けて，ガソリンを販売する
ため容器に詰め替えるときは，ガソリンスタンドにおいて「顧客の本人確認（運転免許証の提示など）」
と「使用目的の確認」などを行うことが義務付けられました。皆様の御理解と御協力をお願いします。 

 

 お問合せ先 京都市北消防署消防課（予防担当）電話：０７５－４９１－４１４８ 

令和２年２月１日からガソリンを携行缶で 
購入する際は，本人確認などが必要です！ 

京都市内の林野火災原因別発生状況（過去１０年間） 

合計３５件発生 


